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ELCAS 紹介

◆京都大学
科学体系と創造性がクロスする知的卓越人材育成プログラム（ELCAS）
http://www.elcas.kyoto-u.ac.jp/

高大接続科学教育ユニット

※運営に関する重要事項の審議

ユニット長：副学長
教育担当理事、理事補
各部局代表者
• 工学研究科
• 理学研究科
• 農学研究科
• 薬学研究科
• 地球環境学堂
• 京都大学総合博物館

コーディネーター（副ユニット長）
サブコーディネーター
※企画立案・調整、会議運営、
雇用等事務手続き、予算執行状況確認等

ユニット事務室

コーディネーション委員会

受講生評価委員会

国際交流促進委員会

ジャーナル編集委員会

• 工学研究科
• 理学研究科
• 農学研究科
• 薬学研究科
• 地球環境学堂

※基盤コース、専修
コース合わせて、のべ
教員年間約300名、

チューター・ボランティ
ア約800名

協力部局 連携機関

12教育委員会
• 東京都
• 石川県
• 福井県
• 三重県
• 滋賀県
• 京都府
• 京都市
• 大阪府
• 兵庫県
• 奈良県
• 和歌山県
• 徳島県

学内体制 コンソーシアム

2年目：専修コース （4月～8月）
＜尖りある個の才能を伸ばす＞ 受講生：約30名
【1対1対話型教育】
・本学の研究室で、自分の探求テーマに合う研究者から1対1で
指導を受ける

・平成27年度は全19分野開講
（数学、薬学、サイバーセキュリティ、植物細胞機能学、地球環境学など）

【国際クラス】 （8月中旬） ＜国際性の付与＞ 受講生：約10名
・海外の研究者、学生と一緒に調査・研究を行う（平成27年度はベトナム研修）

１年目：基盤コース （9月～翌年2月：月2回）
＜学理・学術体系への幅広い理解＞ 受講生：約150名
【前期：サイエンスコースワーク】
・1日3コマの講義を受講（全3回：数理、生物・生命、化学・物質、情報、環境）
【後期：実験・実習】
・7～10人ずつのチームで研究室に分かれ実験・実習（全6～8回）
・平成27年度は全18分野開講
（数学、物理工学、コンピュータ科学、昆虫の生態と化学、地球環境学など）

・探究成果の発表
・学術雑誌・ELCAS Journalへの
投稿、公表

【学外研修】 （3月下旬）
受講生：約20名

・学外での実験・実習を行う
・平成27年度は屋久島実習

●実施体制
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